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弁 護 士弁 護 士弁 護 士弁 護 士 のののの 文文文文 章章章章    

弁 護 士 は 毎 日 毎 日 書 面 作 り に 追 わ れ て お り 、 書 く 文 章 の 量 た る や

様々な職業の中でもかなり上位に位置すると思われる。しかし、その

書面は殆んどは裁判関係の書面である。裁判上使う言葉にはそれぞれ

に厳密な意味が込められており、他の言葉で代りができない場合が多

い。情緒的或いは抒情的表現は御法度であると言ってもよい。このよ

うな世界にどっぷりと漬かった日常生活を送っていると、無器用な私

などは相当心して掛らないと、一般の人にとって理解しにくく、また

無味乾燥な言葉のら列になってしまう。仕事に関係のある話題の場合

は尚更である。難しい言葉を説明しようとすればする程文章は長くな

り、迷路に入り込んで行き、読み返してみると、とても人前に出せる

ものではなくなる。  

 また、民事裁判における書面などは、間違いに気がつけば訂正でき

る余地もある。しかし、新聞紙面の記事は印刷機に入ったとたん訂正

が利かなくなる。従って、私の話題は仕事の話から遠ざかる。新聞記

者の苦労が身に浸みて理解できた次第である。  

 しかし「窓辺」に書かせて頂くうちに、これらの悩みは弁護士とい

う職業に由来するのではなく、私自身の浅学非才と無趣味に由来する

ものであることに気付くようになった。しかし、気付いたところで、

今すぐやり直しが利くわけでもなく、一生懸命書いては消しまた書い

て、「エイ、ヤー！」と七〇〇字にまとめる外なかった。  

それでも善太と三平やサッカーや幼少年時代の話題を書くときは楽

しかった。このような機会を与えて頂いた静岡新聞と、拙ない文章を

三ヶ月の長期に亘って読んで下さった皆様に本当に感謝申し上げます。 

【平成１５年９月２９日 静岡新聞 夕刊 掲載】  


